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マリナー様因子（川"川-likeelement:MLE)は水平伝播によって様々な生物の

ゲノムに侵入したと考えられているが，その機構は分かっていない。本研究で

は，この機構を解明するアプローチのひとつとして，南西諸島に生息する生物

相内でのＭＬＥの分布と移動を明らかにするために，その指標となるＭＬＥの単

離を，南西諸島固有の生物種であるオキナワクワゾウムシ印jso川s川rjのゲノ

ムを対象として試みた。さらに同じタイプのＭＬＥを沖縄固有種であるオオジョ

ロウグモやオキナワアギトアリからも単離し、これらの塩基配列を比較解析し

た。

ＭＬＥの保存配列に基づいて設計されたdegeneratedプライマーを用いたＰＣＲ

により、オキナワクワゾウムシ、オオジョロウグそ、オキナワアギトアリのゲ

ノムＤＮＡからＭＬＥのコンセンサス領域に相当するS00bpの増幅産物が得られ

た。さらにＭＬＥ全長を単雛するため、ﾉMｳﾉｧ川〃およびＭﾉ川〃２，セクロピアサ

ンMLE､P川伽r3､B川川、/B加川T/といったＭＬＥの逆位末端繰り返し配列(ITR）

を基に設計されたプライマーを用いたＰＣＲを行ったところ、ノlの'川〃ノおよび

町ﾉr川７２について全長ＭＬＥに相当するＬ３ｋｂｐの増幅産物を得た。これらの塩

基配列を決定し、既知のＭＬＥと比較したところ、系統樹上でそれぞれﾉ吻川〃ノ

やﾉMbw"α７２のクラスターに分類されることが明示された。Ｍ】r川〃ノタイプＭＬＥ

の塩基配列を３種間で互いに比較すると、その一致度は７９～84％であった。こ

れは保存性の高いことが知られているEF-1u遺伝子のゾウムシ、クモ、アリ間

の比較による一致度(75～78％)より高いことが明らかとなった。Ｍｗ川７２タイプ

ではオキナワクワゾウムシとツヤオオズアリ間で９３％の一致度を示した。これ

らの相同性の高さは、ノMｸﾉ川〃ルノ吻川ｒ２タイプのＭＬＥが水平伝播したことを

示唆する。従って、南西諸島を中心とした生物相内でのＭＬＥの分布や移動を解

析するため指標としてＭ′川αルノMｳﾉr"川２タイプのＭＬＥは有用であると考えら

れる。そして、これらのＭＬＥを持つ生物種間の生態系での関係を調査すること

で,ＭＬＥの水平伝播機構を解明するための手がかりが得られると期待している。


